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一般者の見学の受け入れについて。
質問1の回答が＜はい＞の施設のみ 2以降を伺った。

見学者通路の設置形態につい

見学工程について。

質問項目質問

表 3. 見学者受け入れ施設と見学方法表 3. 見学者受け入れ施設と見学方法

表 1．主要対象施設

図 1. と畜場の施設数と処理頭数の推移図 1. と畜場の施設数と処理頭数の推移

表 2. 質問項目

Research on spatial confi guration of slaughterhouses open to visitors

ITO　Sera，　WAKISAKA　Keiichi

3）立地特性、配置・平面計画、ボリューム構成、見学者通

路の設置形態を整備した。

3. 食育としての一般見学受け入れの役割3. 食育としての一般見学受け入れの役割

3-1. 見学受け入れ状況3-1. 見学受け入れ状況

　一般見学者を受け入れている施設は全国で 27 ヶ所確認さ

れた（表 3）。

3-2. 見学者通路の設置形態3-2. 見学者通路の設置形態

　見学者通路の設置形態として「見上げ型」（1種類）と「見

下ろし型」（3種類）の 2種類の通路設置方法が確認できた（図

2）。「見上げ型」は、作業をリアルに観察できるが、通路設

置に必要なスペースの制約が課題となる [名古屋 ]。都市型

の施設では複層構造を採用し、「見下ろし型」の通路で見学

が可能で、作業全体を俯瞰でき、衛生管理と安全性が強化さ

れていたが、作業との距離が生じるため臨場感に欠けていた。

[京都 ][ 浜松 ]。

3-3. 見学の受け入れ体制3-3. 見学の受け入れ体制

　見学者通路を設けている主要対象施設では、見上げ・二層

型 [名古屋 ]、見下ろし・二層型 [京都 ]、見下ろし・三層型 [浜

1. はじめに1. はじめに

1-1. 研究の背景と目的1-1. 研究の背景と目的

　近年、日本のと畜場は、食肉産業の転換期において再編整

備が急務となっている。コールドチェーン技術の発展や消費

者ニーズの変化により流通が拡大する一方、施設の老朽化や

統廃合が進み、衛生基準の強化と処理能力の維持が求められ

ている（図 1）。近年、と畜場は食肉処理の場であると同時に、

食育の場としての役割も担い、消費者の理解を深めることが

求められている。

　本研究では、と畜場の立地特性・配置計画・平面計画・見

学者通路の設置状況から、地域社会や消費者との関係性を明

らかにするための知見を得ることを目的とする。

1-2. 既往研究の整理1-2. 既往研究の整理

　と畜場に関する研究は、処理技術や経営・生産、衛生分野

に焦点を当てたものが多く存在する。工場における作業環境

の改善や動線計画に関する研究文1）では、効率性向上や衛生

管理の向上に重きが置かれている一方で、実際の施設利用者

（管理者・作業者・見学者）の使用実態や意識に基づく空間

構成の検討が十分に行われていない。

2. 研究対象と研究方法2. 研究対象と研究方法

2-1. 対象事例2-1. 対象事例

　と畜場名簿文2）で確認できた、全国のと畜場 172 ヶ所から、

と畜業務を運営している施設161ヶ所を調査対象とした（2023

年 4 月時点）。また、主要対象施設として、愛知県と静岡県

の施設で見学及びヒアリングが受け入れられた公共団体また

は民間団体が設置した施設 2ヶずつ、公共団体のうち近年新

設された京都府の 1ヶ所、計 5ヶ所を主要の研究対象とした

（表 1）。

2-2. 研究方法2-2. 研究方法

1）全国 161 ヶ所に対し、グーグルアースプロを用いて立地調

査を行い、電話・メールを用いて質問をした（表 2）。

2）主要対象施設 5 ヶ所に対し、平面図の収集と施設見学を行

い、一般見学を受け入れている施設の見学者通路のアクソメ

図を作成、従事者ヒアリングを行い、食育の実態を把握した。
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【注釈】

注 1）家畜（牛、豚、馬、羊、山羊など）を屠殺し、食肉を生産するための施設と定義する。
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図 2. 見学者通路の設置形態

図 3. 食育活動と施設の関係性に基づく設計の方向性食育活動と施設の関係性に基づく設計の方向性

松 ]の見学形態が見られ（図 3）、敷地や建物の制約から二層

以上の建物となる傾向が確認された。また、エレベーターの

有無が見学の際の移動効率に大きな影響を与えており、古い

施設の [浜松 ]ではエレベーターがなく、見学者がかなりの

距離を歩いて移動する必要があった（図 3. 断面図）。一方で、

見学方法に関しては、近い距離で作業を見ることができる「見

上げ型」の [名古屋 ]と、解体室から離れた位置から全体を

見下ろすことができる「見下げ型」の[浜松][京都]があった。

特に見上げ型は近距離見学によりリアルな作業風景を見れる

が、通路幅の制限から多くの見学者を受け入れるには課題が

残っていた。見学の流れとしては、3施設共通して 2階以上

に設置してあるセミナー室や会議室に、DVD やスライドを用

いた視聴を行い、その後、実際の作業を見学する形式が取ら

れていた。これにより、見学者が食肉処理の工程（ノッキン

グ→放血→頭部処理→前足取り→内臓処理→剥皮→背割り→

洗浄→冷蔵・冷凍→加工室→セリ）を理解しやすい環境が整っ

ていた。

4. これからのと畜場の目指すべき在り方4. これからのと畜場の目指すべき在り方

4-1. 配置・平面計画と見学者通路の関係性4-1. 配置・平面計画と見学者通路の関係性

都市型施設と郊外型施設の見学者通路の設置方法には大き

な違いが見られた。都市型施設は限られたスペースで効率的

な見学者受け入れを実現し、衛生管理や安全性も確保された。

一方、郊外型施設では、広い敷地により単層の「見上げ型」

通路が多く見られた。リアルな作業風景を近くで見学できる

ものの、見学者数の制約や衛生面でのリスクが課題として挙

げられた。

5. 総括5. 総括

5-1. 食育活動と施設の関係性に基づく設計の方向性5-1. 食育活動と施設の関係性に基づく設計の方向性

都市型施設では見学者通路を積極的に設け、消費者に対して

透明性を高めており、食育活動が積極的に行われていた。特に、

［京都］は、見学者の安全を確保しつつ地域社会に開かれた施

設運営を実現していた上、自身の業務に対する誇りの高さがに

じみ出ていた。一方、郊外型施設では、見学者通路が限定的で

あり、施設運営の課題として物理的な制約が残っていた［東三

河］［小笠］。
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